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４ 会議内容 

 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 皆様、お疲れ様でございます。ご案内の時間となりましたので、これより三沢

市基地対策審議会を開催いたします。まず、この度の審議会の改選に伴う辞令交

付を行います。各委員のお名前をお呼びしますので、その場でご起立いただいて、

市長から辞令を受け取っていただきますようお願いいたします。 

（辞令交付開始） 

 種市美佐男様。月館秀明様。中塩弘子様。平内平吾様。小向弘子様。吉田あや

子様。川嶋敏信様。駒澤恵子様。 

（辞令交付終了） 

 なお、本日所用によりご欠席されております、河村修一様、村上貢様にも、前

任に引き続き審議会委員をお引き受け頂いておりますので、この場でご報告申

し上げます。次に、市長からご挨拶をお願いいたします。 

種市市長： 

 改めてこんにちは。ご挨拶を申し上げます。皆様方には、常日頃から市政各般

にわたりまして、格別のご理解とご協力を賜り心から感謝申し上げる次第であ

ります。また、この度は、審議会委員のご就任をお願い申し上げましたところ、

公私ともにご多忙中にもかかわらず、快くお引き受けいただきまして、心より厚

く御礼申し上げるところであります。さて、ここ最近の基地に関する動向につき

ましては、米空軍所属の無人偵察機グローバル・ホークの一時展開が、国内で初

めて三沢基地で行われたほか、沖縄の基地負担軽減に資する米軍再編に係る訓

練移転の拡充として、三沢対地射爆撃場を使用した空対地射爆撃訓練の追加が

実施されたわけであります。次に、米軍人等による事件、あるいは事故等につき

ましては、飲酒が絡んだ不祥事は皆無に等しかったものの、今年２月には、Ｆ－

１６戦闘機が三沢基地北東約４０㎞の太平洋上に燃料タンクを投棄する事故が

発生するなど、誠に憂慮に堪えないところでございます。このような中、私とい

たしましては、事件や事故に対し、毅然とした対応を取ってきたことは勿論では

ありますが、市民の皆様が、基地を負担に感ずることなく暮らせるよう、国や米

軍などに対し、基地に起因する障害の防止又は軽減等について強く求めて参っ

たところであります。次に、基地周辺対策事業につきましては、住宅防音工事に

おけるご案内の樹脂性ペアガラスの採用等により、工事希望者が増え、年間約２

００件の防音工事が行われておりますが、まだまだ十分ではなく、また、町内会

の一部が移転区域に指定された浜三沢地区や岡三沢五・六丁目については、これ

までの移転措置の進捗に伴い、地域コミュニティの崩壊による様々な問題や課

題が山積しておりまして、今後とも、市民の生活を第一義に捉え、基地問題に対



し、適切かつ迅速に対処して参りたい、このように思っております。本日は、組

織会ということで、特に諮問事項はございませんけれども、事務局より、三沢基

地に関する諸報告をさせていただきます。委員の皆様方には、審議会を通しまし

て、基地問題に対するお力添えを賜りますようにお願い申し上げまして、ご挨拶

とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

市長はこの後、別の公務がありますので、ここで退席させていただきます。 

種市市長： 

 よろしくお願いします。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

ここで、改めて、委員の皆様をご紹介申し上げます。前会長で、４期目となり

ます、種市美佐男様です。 

種市委員： 

 種市です。よろしくお願いいたします。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 次に、前副会長で、同じく４期目となります、月館秀明様です。 

月館委員： 

 月館です。何もわからないうちに４期目になってしまいました。よろしくお願

いしたいと思います。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 次に、同じく４期目となります、中塩弘子様です。 

中塩委員： 

 中塩弘子と申します。アメリカ村近辺に住んでおります。よろしくお願いいた

します。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 次に、３期目となります、平内平吾様です。 

平内委員： 

 平内平吾です。東岡三沢町内会に住んでおります。よろしくお願いします。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 次に、同じく３期目となります、小向弘子様です。 

小向委員： 

 小向弘子です。新町四丁目に住んでおります。よろしくお願いいたします。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 次に、同じく３期目となります、吉田あや子様です。 

吉田委員： 

 吉田あや子と申します。私は花園町のほうに住んでおります。どうぞよろしく



お願いいたします。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 次に、１期目となります、川嶋敏信様です。 

川嶋委員： 

 川嶋と申します。下久保に住んでいます。今回初めてですので、よろしくお願

いします。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 最後に、同じく１期目の駒澤恵子様です。 

駒澤委員： 

 駒澤恵子です。駒沢地区に住んでおります。初めてですので、よろしくお願い

します。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 ありがとうございます。次に、この後の日程についてご説明申し上げます。こ

の後、正副会長を決定するための組織会を行います。その後、事務局からの三沢

基地に関する諸報告、その後、三沢対地射爆撃場の視察を予定しております。な

お、射場の視察については、自衛隊さんのバスを準備しておりますので、２時頃

には、市役所を出発したいと考えておりますので、皆様のご協力をよろしくお願

いいたします。それでは、さっそく組織会に入りたいと思います。まずは会長を

選任していただきます。三沢市基地対策審議会条例第４条第１項の規定により、

会長は委員の中から互選することになっております。会長の互選にあたりまし

ては、中西政策財政部長を仮議長とし、議事を進めたいと思います。それでは部

長、議長席のほうによろしくお願いします。 

中西政策財政部長： 

 政策財政部の中西と申します。よろしくお願いいたします。それでは、しばら

くの間、仮議長を務めさせていただきますので、皆様のご協力をお願い申し上げ

ます。早速ではありますが、会長の選任について、委員の皆様からご意見を頂戴

したいと思いますので、ご発言をお願いいたします。 

平内委員： 

 前任期時において会長を務めた種市委員にお願いしたいと思います。 

中西政策財政部長： 

 今、種市委員がよろしいのではないでしょうかという平内委員からのお声が

ありましたが、そのほかにはございますでしょうか。ございませんでしょうか。

なければ、会長に種市委員というご意見出ましたので、皆様、種市委員で決定と

いうことでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

中西政策財政部長： 



 ご異議がありませんので、会長は種市委員にお願い申し上げます。会長が選任

されましたので、仮議長の務めを終わらせて頂きます。ご協力大変ありがとうご

ざいました。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 ここで、種市委員には、会長席の方へお移り頂きたいと思います。続きまして、

種市会長から、就任のご挨拶をお願い申し上げます。 

種市会長： 

 ただいま、会長に選任されました、種市と申します。微力ではございますが、

皆様方のご協力を得まして、審議会をスムーズに運営してまいりたいと思って

おりますので、今後ともご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 ありがとうございました。引き続き組織会を続けさせていただきます。なお、

三沢市基地対策審議会条例第４条第２項により、会長が議長となりますので、こ

の後の議事進行は、種市会長にお願い申し上げます。会長よろしくお願いいたし

ます。 

種市会長： 

 それでは、皆様方のご協力のもと会議を進めて参りたいと思います。次に副会

長の選任を行います。副会長につきましても、委員の中から互選することとなっ

ておりますが、皆様から、ご意見をお伺いしたいと思います。いかがして選任し

たらよろしいでしょうか。 

平内委員： 

 会長一任ということでお願いします。 

種市会長： 

 ただいま、私に一任という意見が出ましたが、委員の皆さんよろしいでしょう

か。 

（「異議なし」の声） 

種市会長： 

 ご異議がないようですので、私といたしましては、引き続き、月館委員に副会

長をお願いしたいと思います。委員の皆さんよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

種市会長： 

 それでは、副会長は月館委員にお願い申し上げます。以上で組織会を終わりま

す。次に、三沢基地に関する諸報告について、事務局から、ご説明を頂きたいと

思います。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 はい、諸報告の前に事務局職員の紹介をしたいと思います。先程、仮議長を務



めました政策財政部長の中西です。次に基地渉外課長の平出です。次に課長補佐

の虻川です。次に対策係の鈴木です。そして、最後私、課長補佐の三浦と言いま

す。どうぞよろしくお願いします。それでは、課長の方から諸報告があります。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 それでは、三沢基地に関わる諸報告についてご説明申し上げます。お手元の資

料をご覧いただきたいと思います。会議資料の１頁をご覧ください。１、グロー

バル・ホークの一時展開についてご説明いたします。まず、米空軍無人偵察機グ

ローバル・ホークは、本年５月２４日午前６時５分頃に１機目、５月２８日の午

前６時３０分頃に２機目が、三沢飛行場に着陸いたしております。そして６月７

日からは運用が開始されました。グローバル・ホークは情報収集、警戒監視、偵

察を任務とする高高度滞在型無人偵察機ですので、その一時展開中、週に２回か

ら３回程度、高高度１万５千メートル以上を飛行しながら、画像等の情報収集を

行っていたとのことでございます。そして、約５ヶ月間、三沢基地において任務

を遂行しておりましたが、１０月４日、２機のグローバル・ホークは、グアムに

あるアンダーセン基地へと帰投いたしております。なお、三沢基地での一時展開

中、事故等の報告はございませんでした。次に、２、米軍再編に伴う訓練移転の

実績についてご説明いたします。米軍再編に係る訓練移転とは、日米の相互運用

性の向上及び嘉手納をはじめとする米軍飛行場周辺の騒音軽減を目的として実

施されているものでございます。まず、６月に三沢基地で行われました訓練です

が、訓練空域は三沢東方空域、秋田西方空域及び三沢対地射爆撃訓練場となって

おりまして、通告期間中、６日間実施されましたが、事故等の報告はございませ

んでした。１１月に予定されております訓練につきましては、石川県小松沖の空

域で行われる予定となっておりまして、三沢基地からは F-16戦闘機が小松基地

へ移動し、訓練を実施するとの連絡を受けてございます。２頁をご覧ください。

次に、３、象のオリの解体についてご説明いたします。象のオリは、およそ５０

年前の昭和４０年、冷戦時代に旧ソ連や中国などの無線を傍受するため、設置さ

れました。１９６３年に工事が開始され、１９６５年３月に完成。総工費は約１

２億円であったと聞いております。通信技術の進歩により、その役割を終え、２

０１２年には運用を終了、撤去されることとなりました。この解体作業は、１０

月１６日から約１年間かけて行う予定とのことでして、解体費用は約５億２千

万円。解体後の跡地は米軍関係者用のスポーツ関連施設などへの利用が計画さ

れているとの説明がありました。次に、４、電子攻撃飛行隊の一時展開について

ご説明いたします。この電子攻撃飛行隊とは、米海軍の所属で、レーダーで相手

機に妨害電波を発して同胞機を援護することを任務としている部隊でございま

す。この EA-18 グラウラーの三沢飛行場への一時展開は、２４年７月から実施

されており、今回で３回目となっております。展開期間は約６か月となっており



ます。市では、EA-18 グラウラーの飛行にあたり、機体の整備点検の徹底など

５項目について要請を実施しております。３頁をご覧ください。次に、５、三沢

基地における主な訓練の実施状況等についてでございます。こちらは平成２６

年度４月から１０月末までの間に市に連絡のあった件数となっております。米

軍デモフライト訓練や、自衛隊による夜間飛行訓練の実施回数が多く、苦情件数

も多くを占めてございます。なお、２５年度の実施状況につきましてはお手元の

資料編に掲載させていただいておりますので後ほどご覧いただければと思いま

す。４頁から５頁をご覧ください。こちらは、三沢市における主な訓練に対する

市の対応についてまとめたものでございます。４月から１０月末現在で１７回

の要請を行っておりますが、その内訳は、デモフライト訓練に対する中止要請等

が１０件、ＮＬＰ、夜間離着陸訓練に対するものが１件、これは駐日米国大使を

はじめ、在日米軍司令官等へも文書を送付してございます。その他、米軍の演習

や訓練等に対して５件となっております。なお、お盆等の期間中の飛行配慮につ

いての要請も実施しております。６頁をご覧ください。次に、７、航空機による

事故等についてですが、今年度は航空自衛隊三沢基地所属の早期警戒機 E-2Cの

嘉手納飛行場への緊急着陸、米海軍三沢基地所属 C-12輸送機の福島空港への緊

急着陸、三沢基地所属 F-16戦闘機のギアピン逸失の連絡をこれまで受けており

ます。７頁から１０頁をご覧ください。最後に、８、三沢市と三沢市議会による

三沢基地周辺対策に関する要望について簡単にご説明いたします。三沢市と三

沢市議会では、基地対策特別委員会で決定した要望事項をもって、７月に、東北

防衛局及び防衛省、総務省、並びに青森県選出国会議員の元へ要望に行ってまい

りました。内容を簡単にご紹介いたしますと、１、三沢飛行場第２滑走路の早期

着工について。２、住宅防音工事に係る制度等の是正について。３、地域の実情

に応じた移転措置について。４、特定防衛施設周辺整備調整交付金の増額につい

て。５、再編交付金の交付期間の延長について。６、集団移転跡地の有効利用に

ついて。７、生活環境施設等の整備に対する支援について。８、航空機騒音の規

制措置について。９、基地周辺住民対策の充実について。１０、地域振興に対す

る支援について。１１、基地交付金及び調整交付金の改善について。以上の１１

項目を要望してまいりました。最後に、１１頁以降に、関連新聞記事の写しを掲

載しておりますので、参考としていただければと思います。以上で、簡単ではご

ざいますが、説明を終わります。 

種市会長： 

 ありがとうございました。ただいまの説明に対しまして、委員の皆様方からご

質問等がありましたら、お願いしたいと思います。何か質問ありませんか。この

機会ですから。 

平内委員： 



はい。 

種市会長： 

 平内委員、どうぞ。 

平内委員： 

 今の資料の中で、数値が書いているんですが、この中で、特に米軍に関しての

数値、例えば１頁の２、再編に伴う訓練の移転についての中で、米軍 FA-18、１

０機とか、１８０名とかありますね、これについては市のほうで把握しているの

ですか、それとも米軍から聞いているのですか。どのように行っているのでしょ

うか。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 これは、米軍の情報を東北防衛局のほうから連絡いただいたものでございま

す。 

平内委員： 

 ということは、この後の米軍関係の数値というのは、同じっていうことですね。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 実際の訓練などの数値につきましても、三沢ですと三沢防衛事務所からいた

だいたものをまとめているものでございます。 

平内委員： 

 わかりました。 

種市会長： 

 よろしいですか。後はありませんか。ないようですので、事務局からの報告に

ついては、これで終わります。以上をもちまして、会議は終了となります。引き

続きまして、視察を予定しておりますので、皆さん参加してくださるようお願い

申し上げます。 

三浦基地渉外課副参事兼課長補佐： 

 ありがとうございました。それでは、これから対地射爆撃場のほうに向かいた

いと思います。 

 

 

 

終了時間 午後１時５６分 


